
⼈間・環境学研究科の客員教授による、英語の講演です。ふるってご参加ください。 
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旅と語り/ Stories of Travel 
中世アラビア語およびヘブライ語⽂学を中⼼に 
in Arabic & Hebrew Literatures in the Middle Ages 

Dr Haitham Mahmoud Sharqawy 
ハイサム・マフムード・シャルカーウィー博⼠ 

 エジプトのナグ・ハマディ出⾝。中世のアラビア語⽂
学およびヘブライ語⽂学の研究者。専⾨は、アラビア語
とヘブライ語で書かれたマカーマート（説話⽂学）につ
いての⽐較⽂学研究である。エジプトのサウスヴァリー
⼤学で博⼠号を取得。現在は、サウスヴァリー⼤学で、
ヘブライ語とヘブライ語⽂学を教えている。 

 講演要旨：本講演が主題とするマカーマは、散⽂でありながらも⼀定の韻を踏む⽂
体で書かれた物語で、古典アラブ⽂学である。このマカーマを集めた説話集はマカー
マート（マカーマの複数形）と呼ばれる。そこでは主⼈公が各地を放浪しながら、巧
みな語りや演技で⾦品を得る様⼦が、語り⼿の視点から伝えられる。各物語の冒頭に
は場所の名前が書かれるのが常であった。マカーマートにおいて「旅」は、作者の想
像⼒による⽂学的技法なのか、それとも作者⾃⾝の経験を反映したものなのか。本講
演ではアラビア語⽂学だけでなく、ユダヤ⼈がヘブライ語で残したマカーマートと⽐
較しながら、マカーマにおける「旅と語り」について解説する。 
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